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　外用療法の歴史は古く，人類が疾病を認
識した時代より使用され続けています．直
接患部へ投与量を調節しながら使用ができ
るため，利便性が高く，なじみ深いものと
言えます．一方で，治療効果への不満や行
為の不便さ，不快感，副作用への不安など
の問題もあり，これらはアドヒアランスの
低下につながるとされています．そのため，
外用療法は，その特徴を理解し，適正使用
を実施することが成功の鍵となります．
　本書は，ジェネラリストにとって「これだ
けは押さえておきたい」外用療法について，
外用療法に用いられる製剤の特性や疾患別
の使用方法などが，わかりやすくまとめら
れています．特にお薦めするポイントを以
下にまとめます．
◆外用療法の基礎と各製剤の特性
　外用療法に用いられる製剤にはさまざま
な剤形があり，それらは主薬と基剤から構
成されています．主薬の役割も重要ですが，
直接皮膚に接する基剤の役割も重要です．
本書では，剤形や基剤の特徴が記載され，
軟膏の混合処方についても解説されていま
す．外用薬の各論として副腎皮質ステロイ
ド薬・免疫調整薬・非ステロイド系抗炎症
薬・抗ヒスタミン薬・抗菌薬・痤瘡薬・抗
真菌薬・抗ウイルス薬・褥瘡潰瘍薬・抗悪
性腫瘍薬・乾癬角化症薬などについて，製

品写真・特徴・使用方法・注意点などが解
説されています．また，医薬品のみならず，
保湿剤・創傷被覆材・日焼け止め・衛生材
料などについても掲載されています．さら
に，外用療法の使用法・固定方法も解説さ
れ，臨床に大いに役立つものとなっていま
す．
◆疾患別の外用療法の使用方法
　乾燥肌，アトピー性皮膚炎，蕁麻疹，尋
常性乾癬，丹毒・蜂窩織炎，白癬（水虫），
帯状疱疹・単純疱疹，褥瘡など 23疾患の外
用療法について，診断・治療のプロセスや
処方例が解説されています．診断のプロセ
スとして，疾患の写真やその特徴，検査な
どがわかりやすく説明されています．治療
のプロセスとして，全身療法・外用療法に
とどまらず，生活指導やアドヒアランス向
上のコツなども解説され大変有意義な内容
です．処方例では全身療法・外用療法につ
いて，具体的な処方例が掲載されて，日常
の診療に生かすことができます．また「安部
の実践」として安部正敏先生の臨床現場での
コツを学ぶこともできます．
　本書は，外用療法のエッセンスを短時間
でつかめるように，読みやすく工夫されて
おり，外用療法に携わるすべての方が，一
歩進んだ実践をするために，お手元に常備
いただきたい一冊です．
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